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一
九
七
三
年
湖
南
省
長
沙
市
の
馬
王
堆
三
号
漢
墓
か
ら
多
数
の

医
書
が
出
土
し
た
・
墓
の
主
は
長
沙
丞
相
軟
侯
利
蒼
の
子
で
あ
る
。

文
帝
の
前
元
十
二
年
、
前
一
六
八
年
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
の
で
二
千
数
百
年
昔
の
こ
と
で
あ
る
。
絹
に
書
か
れ
た
帛
書
に

は
も
と
も
と
書
名
は
な
く
、
胎
産
書
も
帛
書
整
理
チ
ー
ム
に
よ
っ

て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
三
四
行
か
ら
な
っ
て
い
る
。
妊
娠
、

出
産
、
胎
盤
の
処
理
、
男
女
生
み
わ
け
等
古
代
中
国
の
生
活
の
息

吹
き
を
感
ず
る
。

「
禺
問
幼
頻
日
我
欲
埴
人
産
子
何
如
而
有
幼
頻
合
日
」
「
月
朔
已

去
汁
口
三
日
中
従
之
有
子
」

月
経
終
了
後
三
日
以
内
に
交
合
す
れ
ば
子
供
が
で
き
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

「
入
於
冥
冥
出
於
冥
冥
乃
始
為
人
」

21

馬
王
堆
三
号
漢
墓
出
土
の
胎
産
書
に
つ
い

辛
』

米
倉
亮

幽
暗
で
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
『
医
心

方
」
巻
二
二
に
「
人
之
始
生
。
生
於
冥
冥
・
」
と
「
産
経
」
よ
り
引

用
さ
れ
て
い
る
。
人
が
生
を
受
け
始
め
る
の
は
冥
冥
に
お
い
て
で

あ
り
、
そ
こ
で
形
に
な
る
の
で
あ
る
。

妊
娠
一
ヶ
月
は
「
留
刑
、
財
貞
」
と
い
い
、
飲
食
は
必
ず
上
質

の
も
の
を
取
り
、
酸
っ
ぱ
い
物
や
、
料
理
も
必
ず
火
を
通
す
こ
と
、

辛
い
も
の
、
魚
の
生
臭
い
も
の
は
食
べ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

妊
娠
二
ヶ
月
は
「
始
膏
」
と
い
い
、
牛
、
羊
等
の
生
臭
い
も
の

を
食
べ
な
い
こ
と
、
居
室
は
安
静
に
し
て
男
子
と
の
交
合
は
禁
止

す
る
。妊

娠
三
ヶ
月
は
「
始
脂
」
と
い
い
、
瓜
の
形
に
似
て
お
り
、
ま

だ
人
の
形
に
な
っ
て
い
な
い
。

「
見
物
而
化
是
故
君
公
大
人
母
使
朱
儒
不
観
木
候
」
見
た
も
の
、

接
し
た
も
の
に
よ
っ
て
胎
児
の
将
来
の
外
見
及
び
人
格
を
決
め
る

こ
と
に
な
る
。

妊
娠
四
ヶ
月
は
水
の
精
を
受
け
て
血
脈
に
な
る
。
稲
、
麦
を
食

べ
、
鰻
を
食
べ
る
。

妊
娠
五
ヶ
月
は
火
の
精
を
受
け
て
気
に
な
る
。
睡
眠
を
よ
く
と

り
、
遅
く
起
き
て
、
沐
浴
し
、
部
屋
に
居
て
も
暖
か
い
服
を
着
、
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朝
の
天
光
を
吸
い
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

妊
娠
六
ヶ
月
は
金
の
精
を
受
け
、
筋
が
出
来
る
。
体
を
動
か
し
、

野
外
に
遊
び
、
走
る
犬
や
馬
を
見
る
。

妊
娠
七
ヶ
月
は
木
の
精
を
受
け
、
骨
が
出
来
る
。
乾
燥
し
た
所

で
生
活
し
、
手
足
を
動
か
し
体
を
停
止
さ
せ
な
い
で
気
血
を
運
行

さ
せ
る
。
体
を
冷
す
も
の
を
さ
け
、
骨
を
強
く
し
、
歯
を
丈
夫
に

す
る
。妊
娠
八
ヶ
月
は
土
の
精
を
受
け
皮
層
が
出
来
る
。

妊
娠
九
ヶ
月
は
石
の
精
を
受
け
柔
か
い
毛
が
出
来
る
。

妊
娠
十
ヶ
月
は
気
を
丹
田
に
納
め
生
ま
れ
る
時
機
で
あ
る
。

胎
盤
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
は

「
凡
治
字
者
以
清
（
水
）
斡
包
」
「
必
執
酒
翰
（
胞
）
有
以
酒
輪
」

先
ず
清
水
で
胞
衣
を
洗
漉
し
て
清
潔
に
し
て
か
ら
、
更
に
も
う

一
度
酒
で
胞
衣
を
洗
う
。
こ
の
こ
と
は
「
医
心
方
』
二
三
に
引
用

さ
れ
た
『
産
経
」
の
中
に
も
こ
の
や
り
方
が
あ
る
。

「
以
瓦
甑
母
令
虫
蛾
能
入
」

素
焼
の
深
い
碗
に
入
れ
て
、
虫
、
蟻
な
ど
が
入
れ
な
い
よ
う
に

す
る
と
、
生
ま
れ
た
子
に
瘡
瘍
が
な
く
、
肌
の
き
め
が
細
か
く
、

し
な
や
か
で
あ
る
。
又
胞
衣
を
鳶
に
包
ん
で
地
下
に
埋
め
る
と
皮

虐
病
に
な
ら
な
い
と
。

「
字
而
多
男
母
女
者
而
欲
女
包
狸
陰
垣
下
」

「
多
女
母
男
亦
反
（
胞
）
狸
陽
垣
下
」

次
に
欲
す
る
男
女
児
に
よ
っ
て
胞
衣
を
埋
め
る
場
所
を
異
に
す

ブ
（
》
Ｏ

又
白
い
雄
犬
の
頭
、
馬
肉
を
食
べ
る
と
、
胎
児
の
発
育
を
促
進

す
る
と
い
う
。

妊
娠
三
ヶ
月
に
な
っ
た
と
き
に
、
胄
窩
、
杜
衡
、
桑
蟆
蛸
三
つ

を
搗
き
つ
ぶ
し
て
飲
む
と
必
ず
男
の
子
を
産
む
こ
と
が
出
来
る
。

こ
れ
は
既
に
試
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
万
全
で
あ
る
と
い
う
。

又
一
つ
に
は
尿
を
半
升
排
泄
し
て
、
（
子
宮
が
）
堅
く
な
り
、
出
血

が
少
な
い
と
の
べ
て
い
る
。

蜂
の
巣
中
の
幼
虫
と
犬
の
陰
茎
を
、
干
し
て
す
り
つ
ぶ
し
て
妊

婦
に
飲
ま
せ
る
と
男
の
子
を
産
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

「
胎
産
書
」
が
八
百
年
を
経
て
「
諸
病
源
候
論
」
（
六
一
○
）
「
千

金
要
方
』
（
六
五
○
’
六
五
八
）
『
医
心
方
』
（
九
八
四
）
に
甦
っ
た
の

も
驚
き
で
あ
る
。

（
米
倉
医
院
）


